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* この取扱説明書は株式会社アンブレラカンパニーが正規に販売する製品専用のオリジナル制作物です。 

無断での利用、配布、複製などを固く禁じます。 
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QUICK START with Factory Presets ファクトリープリセットを使ったクイックスタート 

ファクトリープリセットを試して最高なトーンを最速で釣り上げよう！ 

1 - 両方のフットスイッチを同時に押します - プリセット LEDが点滅し始めます - 

2 - 左右のフットスイッチでプリセットをスクロールします。- LEDの色で分けられた 4つのバンクがあり、それぞれ 4つのプリ

セットスロットを持っています - 

3 - 再び両方のフットスイッチを同時に押し、プリセットを確定させます。 

- プリセット LEDの点滅が止まり、指定されたスロットが点灯します 

*Expressive Ramping:  



それぞれのプリセットで必ずRAMP機能を試してみてください！左のフットスイッチを押したりホールドしたりするとRAMPの動

きを確認できます。プリセットはそれぞれ異なる反応をし、演奏しながら操作することのできる音楽的な RAMPを提供してくれま

す。 

 

SEABEEには 8つのファクトリープリセット（赤と黄色のバンク）と 8つの空のプリセット（オレンジと緑のバンク）があります。 

 

LIVE MODEは緑のバンクと赤のバンクの間にあります。バンクをスクロールするとプリセット LEDは赤・緑・消灯の順で点滅し、

LIVE MODEでは同時にプリセット LEDは消灯します。 

LIVE MODEでは、サウンドがノブやトグルスイッチの位置通りに反応します。 



SEABEE MAP 

 

① RAMP KNOB / TONE / PATTERN 

RAMP - RAMPのスピードを設定 

TONE - エフェクトトーンの OFF/HP/BP/LPを選択する 4ポジションセレクター 

PATTERN - ARPと RANDOMモード【おそらくMADモードのこと】でパターンを選択 

 

② DC POWER JACK 

+9VDCセンターマイナス - 250ｍA - 2.1mmプラグ 

 

③ RATE / MIX 

RATE - モジュレーションのスピードを設定 

MIX - ドライからコーラスやビブラートへと変化するエフェクトの音量を設定 

 



④ STEREO OUTPUT JACK 

 

⑤ MODULATION LED 

モジュレーションやパターンの RATEに応じて明滅します 

 

⑦ MONO OUTPUT JACK 

 

⑥RAMP TOGGLE 

3つの異なる RAMPシェイプから選択 

 

8 RAMP/TAP-TEMPO FOOTSWITCH 

長押しで RAMP UPをトリガー 

離すと RAMP DOWNをトリガー 

タップすることでモジュレーションのテンポを設定 

 

⑨ DEPTH / FEEDBACK / HARMONIES 

DEPTHはモジュレーションの強さを設定 

FEEDBACKはフィードバック量を設定 

HARMONIESは HARMOCHORUSのピッチ/コードを選択 

 

⑩ BYPASS LED 

 

⑪ ALTERNATIVE CONTROL LED 

ON ＝ ALTコントロール / OFF ＝ メインコントロール 



⑫ MULTI JACK 

Exp. (TRS) / 外部 TAP-CV-MIDI(TS) 

 

⑭ PRESETS LED INDICATOR 

使用中のプリセット/バンクを表示 

4つのバンクに 4つずつのプリセット + LIVE MODE（LEDはオフ） 

 

⑯ INPUT JACK 

 

⑰ BYPASS FOOTSWITCH 

タップでエフェクトの ON/OFFを切り替え、ダブルタップで RAMPの方向を反転 

長押しで ALTコントロールとメインコントロールの切り替え 

 

SAVING PRESETS プリセットの保存 - 両方のフットスイッチを長押し（1秒）することでセーブモードになります。セーブモ

ードで保存したいプリセットを選択し、両方のフットスイッチを再び長押しすることでプリセットが保存されます。 

 

両方のフットスイッチを同時に押すとプリセットスクロールモードになります。再び同時押しをしてプリセットを選択します。 

赤文字は ALTコントロールを表しています。BYPASSフットスイッチを長押ししながらパラメーターを変更すると ALTコントロ

ールへアクセスできます。 

 

各バンクは 6のプリセット（A-F）を表示でき、プリセットは各スイッチに対応します。別の 6のプリセット（G-L）はスイッチ

同時押し、接続した AUXスイッチでページを切り替えてアクセスできます。またプリセットのフットスイッチへページ切り替えを

割り当てることも可能です。 

 

 



MAIN and ALTERNATE CONTROLS メインと ALTコントロール 

簡潔に言えば、SEEBEEのそれぞれのモードには 3つのメインコントロールと 3つの ALTコントロールがあります。 

RAMP, RATE, DEPTHの 3つがメインコントロール、TONE, MIX, FEEDBACKの 3つが ALTコントロールです。 

 

ALTコントロールは、メインコントロールの”下に”隠された 2層目のコントロールです。 

ALTコントロールにアクセスし設定を変えるためには、ALT-CONTROL LEDが黄色に点灯するまでBYPASSフットスイッチを 1/2

秒長押ししてください。 

ノブを回し終えてメインコントロールの設定を変更しに戻りたい場合は、BYPASSフットスイッチを再び長押ししてください。

ALT-CONTROL LEDが消灯します。 

*注意 - いくつかのコントロールはモードによって変わります。モードのページを参照してください。 

 

TONE CONTROL トーンコントロール 

TONE CONTROLはドライ・ハイパス・バンドパス・ローパスの 4-WAYスイッチとして機能し、これらはWETシグナルにのみ

作用します。使用する機材によって不要な周波数帯をカットしたり、またWETシグナルを特徴的なサウンドにしたりするのにう

ってつけの機能です。 

*フィルターの効きをよりよく聞くために、MIXノブを VIBEEの向きに最大まで回すことをおすすめします。フィルターの設定が

決まったら、MIXノブを好みの位置まで戻しましょう。強くフィルターがかかったサウンドを作っている場合は、MIXノブを最大

のままにしておいてもいいでしょう。 

 

TONEノブは ALT-CONTROLです。これにアクセスするには、ALT-CONTROL LEDが黄色に点灯するまで BYPASSフットスイッ

チを 1/2秒長押しする必要があります。 

ノブを回し終えたら、メインコントロールへ戻るために再度 BYPASSフットスイッチを長押ししてください。 

 

以下は 4-WAYスイッチがどのように設定されているかを表したダイアグラムです。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

RAMP - DEEP DIVE 

EXPRESSIVE RAMPINGはこのペダルの最もクールな特徴の一つです。ムーブメントをトリガーすることができ、シェイプやス

ピード、方向を調整する事も可能です。 

 

TAP/RAMPフットスイッチ（左）を長押しで RAMP UPがトリガーされ、フットスイッチを離すと RAMP DOWNがトリガーされ

ます。 

RAMPノブで RAMPのスピードを設定します。ゼロに設定したとき、RAMPは瞬時に動きます。 

*RAMPを急速にトリガーするために、RAMPスピードがゼロのときは TAPテンポ機能が使用不可になります。 

*TAPテンポを使いたい場合は少しだけ RAMPノブを回し、TAPテンポ入力を行い、またノブをゼロに戻してください。 

 

ランピングはモードごとに特定のコントロールに割り振られています（MODEのページをご覧ください）。 

 

RAMP SHAPE: 

SEABEEは RAMPトグルスイッチで選択可能な 3つの RAMPシェイプを備えています。 

A to B - RAMPフットスイッチを長押しするとRAMPは上昇し、上限に達するとその状態を維持します。再度RAMP

フットスイッチを長押しすると RAMPは下降し、下限に達するとその状態を維持します。RAMPスピードを最小値

（最速）に設定すると、RAMPフットスイッチを長押しする度に、この変化が即時におきるようになります。 



 

UP AND DOWN - RAMPフットスイッチを長押ししている間はRAMPが上昇し、フットスイッチを離すとRAMP

は上昇するのと同じ速さで下降し戻っていきます。RAMPスピードを最小値（最速）に設定すると RAMPは直ち

に上昇し、同様にフットスイッチを離すと RAMPは直ちに下降するようになります。 

 

ALWAYS UP - この RAMPシェイプでは上昇のみになります。 RAMPフットスイッチを長押ししている間は

RAMPが上昇し、フットスイッチを離すと RAMPははじめの状態まで即座に戻ります。 

この RAMPシェイプでは上昇のみになります。 RAMPフットスイッチを長押ししている間は RAMPが上昇し、

フットスイッチを離すと RAMPははじめの状態まで即座に戻ります。 

 

RAMP DIRECTION: 

BYPASSフットスイッチをダブルタップすることで、RAMPの向きを反転することができます。 

2つの RATEがあるモードでは、BYPASSフットスイッチをダブルタップすることで RATE 1と RATE 2が切り替わります。 

 

CHORUS vs VIBEE 

SEABEEは CHORUSと VIBEEを生成することができます。その違いとは何でしょう？ 

 

CHORUSはドライシグナルとモジュレートされたシグナルを足し合わせたものである一方で、VIBEEはモジュレートされたシグ

ナルそのものです。 

SEABEEでは、MIXノブでドライシグナルとモジュレートされたシグナルのバランスを調整することで、両方のエフェクトを得る

ことができます。MIXノブを下げきるとドライシグナルのみが出力され、中間の位置に向かって動かすと CHORUSエフェクトが

かかります。ノブを上げきると、VIBEEエフェクトになります。 

異なるトーンやテクスチャーを見つけるために、この幅の間のどこへでも設定することができます。 

HARMOCHORUSのモードではMIXノブでピッチをより強調したり、もしくはよりギターのトーンに馴染むようにするために調節

することができます。 - 色々試して、あなたのスイート・スポットを見つけてみてください。 

 

 



RECALLING PRESETS プリセットの呼び出し 

SEABEEには 16のオンボード・プリセットがあり、それぞれ 4つのプリセット x4つのバンク（赤、黄色、オレンジ、緑）に分か

れています。LIVE MODE時はすべてのパラメーターやモードはペダルの設定通りになります（全プリセット LED消灯）。 

出荷時には 8つのファクトリー・プリセットと 8つの空のプリセットがあり、ファクトリー・プリセットは上書きすることも可能

です。 

 

以下のように、プリセットは簡単に呼び出す事ができます。 

1 - 両方のフットスイッチを同時に押します。プリセットスクロールモードに入り、プリセット LEDが点滅を始めます。 

2 - 左右のフットスイッチを用いてプリセットをスクロールします。LEDが順番に光ります。 

3 - 目的のプリセットまでたどり着いたら、両方のフットスイッチを押しプリセットを選択します。 

ペダルの ON/OFFにかかわらず、両方のフットスイッチを同時押しすることでいつでもプリセットスクロールモードに入ることが

できます。 

 

プリセットとバンクは以下の通りです： 

0 - LIVE MODE（LEDの色が変動します） 

1-4 - RED BANK（ファクトリープリセット） 

5-8 - YELLOW BANK（ファクトリープリセット） 

9-12 - ORANGE BANK（空のプリセット） 

13-16 - GREEN BANK（空のプリセット） 

 

LIVE MODE 

 

プリセットをスクロールしていくと、緑と赤のバンクの間に LEDの色が切り替わって点滅するプリセットがあることに気付くでし

ょう。それが LIVE MODEです。 

LIVE MODEでは、見たままの音を手に入れることができます。すべてのパラメーターはそのノブの位置に従います。 



 

LIVE MODEのスロットにプリセットを保存することはできません。ですが、LIVE MODEを使って音作りをし、そのサウンドをバ

ンクのプリセットに保存することは可能です。 

 

SAVING PRESETS プリセットの保存 

プリセットの保存はプリセットの呼び出しと同じように行います。こちらがそのやり方です： 

1 - 両方のフットスイッチを同時に 1秒間長押しします。BYPASS LEDが点滅、だんだん速くなっていき PRESET SAVINGモー

ドに入ったことを示します。 

2 - 左右のフットスイッチを用いてプリセットをスクロールします。 

3 - 目的のプリセットの場所までたどり着いたら、両方のフットスイッチを再度押してください BYPASS LEDが点滅、だんだん速

くなっていき、プリセットが保存されたことを意味します。 

 

FAVORITE PRESETS 

SEEBEEでは、最初に電源プラグを入れた際にどのプリセットから始まるかを選ぶことができます。 

FAVORITE PRESETの保存方法： 

1 - 両方のフットスイッチを同時に 1秒間長押しして PRESET SAVINGモードに入ります。 

2 - あなたのお気に入りとして使いたいプリセットまでスクロールします。 

3 - RAMP/RATEフットスイッチを 1秒間長押しします。BYPASS LEDが点滅し、FAVORITE PRESETが設定されたことを示し

ます。 

両方のフットスイッチを同時押しすることで SAVINGモードを終了します。 

 

 

 

 



CHORUS 

SEABEEはこのミツバチ・オーシャンで最も洗練された BBDコーラスを作り出します。このページはその蜜のようなトーンの海

を航海する助けとなるでしょう。 

CHORUSモードを始めるには、まず EFFECT TOGGLEを CHORUSの位置（右）に切り替えることから始めましょう。 

 

CHORUSモードには 3つのメインコントロールがあります。 

DEPTH - モジュレーションの強さを設定 

RATE - モジュレーションのレート/スピードを設定 

RAMP - RAMPの速さを設定 

 

その他に 3つの ALTコントロールを備えています。 

FEEDBACK - フィードバックタイムを設定 

MIX - エフェクト音のミックスをドライから CHORUS（50/50）、VIBRATO（WETのみ）までの間で設定 

TONE - 4-WAYのトーンセレクター（ドライ/ハイパス/ローパス/バンドパス） 

 

3つの CHORUSモードがあり、MODE TOGGLEで選択することができます。 

ROTO ロータリースピーカーに近いエフェクト。このモードは 2つのスピードの設定を備え、それらの間で RAMPする事ができ

ます。 

DEPTH 0から設定した値まで、モジュレーションの DEPTHを RAMPします。 

STING コーラスのディレイ・タイムを RAMPすることができ、とてもユニークな質感や動きを作り出します。 

 

3つの RAMPシェイプがあり、RAMP TOGGLEで選択することができます。 

 

 



 

 

 

 



ROTO MODE – CHORUS 

ROTOモードでは CHORUSエフェクト

のRATEコントロールをRAMPすること

ができます。 

2つの異なる RATEを切り替えることで、

ロータリースピーカーに似たエフェク

トとなります。 

ROTOモードではRATE1が基準となり、

RATE2は常にRATE1のサブディビジョ

ンになります。この特徴によって、RAMP

フットスイッチで拍子にシンクした音

楽的な変化を作り出すことが可能にな

っています。 

 

1 - ROTOモードを始めるためにまず

EFFECT TOGGLEを CHORUS（右）に

切り替え、MODE TOGGLEをROTO（左）

に切り替えてください。 

2 - RATEやDEPTH、MIX、FEEDBACK、

そして TONEといった基本的なパラメ

ーターを調節します。それが終われば、

RATE1での基本的なトーンの完成です。

（タップテンポでの RATE設定も可能） 

3 - BYPASSフットスイッチをダブルタップして RATE2に切り替えます。 

 

ここでは RATEコントロールが、基本となる RATE1のサブディビジョンのコントロールとして機能します。最小値では RATEは

変わらず、RATEノブを回すと上昇していきます。希望するサブディビジョンに設定しましょう。 

RATE2では第二のDEPTHを設定することもできます。つまり RATE1と RATE2の間で RAMPさせると、RATEだけでなくDEPTH

も上げ下げすることができます。 

 

4 - RAMP TOGGLEを使って RAMPシェイプを選択し、RAMPノブで RAMPスピードを設定します。また BYPASSフットスイッ

チをダブルタップすることで、RATE1から RATE2へ、またはその逆へと RAMPの方向を即座に入れ替える事ができます。 



DEPTH MODE – CHORUS 

DEPTHモードではCHORUSエフェ

クトの DEPTHコントロールを

RAMPすることができます。 

DEPTHを 0からどこでも設定した

値まで、また一定の DEPTHから始

めて 0まで動かす事が可能です。 

 

このモードはリフやパートの一部に

だけ CHORUSや VIBEEのモジュレ

ーションを加えるのに適しています。

また、ゆっくりとエフェクトを加え

たり減らしたりするのも良いでしょ

う。ダイナミクスの強調、緊張感を

作り出すのにもってこいのツールで

す。 

1 - DEPTHモードを始めるために、

まず EFFECT TOGGLEを CHORUS

（右）に切り替え、MODE TOGGLE

を DEPTH（中央）に切り替えてく

ださい。 

2 - RATEや DEPTH、MIX、

FEEDBACK、そして TONEといった

基本的なパラメーターを調節します。 

DEPTHを設定する際は、DEPTHノブを用いて希望の最大値を設定します。RAMPが下からに設定されている場合でも、DEPTH

の具合を聞いて確認することができます。RAMPフットスイッチを長押しすれば、すぐに RAMPが設定された方向でトリガーされ

ます。 

3 - RAMP TOGGLEで RAMPシェイプを選択し、RAMPノブで RAMPスピードを設定します。 

また、BYPASSフットスイッチを押すことで RAMPの方向の入れ替え、また DEPTHをゼロからフルに即座に切り替え、そのまた

逆も行うことができます。 

 

 



STING MODE -CHORUS 

 

 

STINGモードでは、CHORUSエフェクトに用いら

れるバケツリレー回路のディレイタイムを RAMP

することができます。LFOもモジュレーションも

発生しないため、ムーブメントを生むには RAMP

フットスイッチを使ってディレイタイムを動かす

必要があります。 

STINGモードでは RATEノブがDelay Time1に、

DEPTHノブが Delay Time2（常に Delay Tme1

にシンク）になります。 

STINGモードでは多くの異なるサウンドをつくる

ことができます。コントロール類が互いに関係し

あい、特に RATEノブと DEPTHノブが RAMPス

ピードと強く関係していることを覚えておいてく

ださい。 

 

1 - STINGモードを始めるために、まず EFFECT TOGGLEを CHORUS（右）に切り替え、MODE TOGGLEを STING（右）に切

り替えてください。 

2 - RATE（Delay Time1）や DEPTH（Delay Time2）、MIX、FEEDBACK、そして TONEといった基本的なパラメーターを調節

します。FEEDBACKを上げ、”リバーブ・ディレイ”を RAMPさせてピッチを上下させる実験をしてみてください。 

3 - RAMP TOGGLEで RAMPシェイプを選択し、RAMPノブで RAMPスピードを設定します。 

 

また、BYPASSフットスイッチをダブルタップすることで RAMPの方向を入れ替えることができます。 

RAMPスピードはピッチシフトエフェクトに大きな影響を与えます。スピードが早いと、より目立つピッチシフトエフェクトにな

ります。スピードが遅いと、ゆったりと範囲を上下するモジュレーションになります。 

Delay Time2でシンクするピッチは、2M, 2M, 3M, 4, 5Dim, 5, 8, 11, 12, 8（2オクターブ）, 8（3オクターブ）の 12種類で

す。 

 



HARMOCHORUS 

HARMOCHORUSとは？ 

このようなエフェクトは他のペダルには見られなかったので、我々は新しい名前をつけなければならなかったのです。ディレイタ

イムをデジタルにコントロールすることで、我らが女王蜂は CHORUSの波を正確なピッチで上下に弾ませ、信じられないほどユ

ニークなテクスチャーやリズミカルでリッチなアルペジオ、そして幾千ものランダムなパターンを作り出すことができるのです。

これらのサウンドは全く新しいジャンルを切り開くかも。でもまずは弾いてみないとね！ 

 

HARMOCHORUSモードを始めるために、まずは EFFECT TOGGLEを HARMO（左）に設定しましょう。 

 

HARMOモードには３つのメインコントロールがあります： 

DEPTH（HARMONIES） - DUALモードではインターバルを、ARPモードとMADモードではコード・スタックを選択 

RATE - モジュレーションのレートやスピードを設定 

RAMP - RAMPのスピードを設定 

 

3つの HARMOモードがあり、MODE TOGGLEで選択することができます。 

DUAL ROTOモードに近く、このモードは 2つのスピード/2つのピッチを備えており、それらの間をRAMPすることができます。 

ARP アルペジエーターのようなモジュレーションの動きを作り出すモードで、パターンとコード・スタックを選択することがで

きます。 

MAD 幾千ものランダムなピッチ・パターンを生成するモードで、コード・スタックを選択することができます。 

 

3つの RAMPシェイプがあり、RAMP TOGGLEで選択することができます。 

 

 



 

 

 

 



DUAL MODE - HARMO 

DUAL MODEは 2つのモジュレーションす

るハーモニーを RAMPで切り替えます。2

つの異なるピッチを RAMP で切り替えたり、

もしくは 1つのみ使い続けることも出来ま

す。 

 

このモードは ROTOモードに近い働きを持

っています。しかし DUALモードでは、

DEPTHは HARMOCHORUSのインターバ

ルの設定となります。 

1. DUALモードにするには EFFECT 

TOGGLEを HARMOの位置（左）にし、

MODEトグルを DUALポジション（左）へ

切り替えます。 

2. RATE1、DEPTH（HARMONY1）、MIX, 

FEECBACKなど基本的なパラメーターをセ

ットします。これで基本の

RATE1/HARMONY1が設定されます

（RATE1はタップテンポでも設定できま

す） 

3. BYPASSフットスイッチをダブルタップしてレートコントロール 2へ操作を切り替えます。これで RATEコントロールは元にな

っている RATE1のサブディビジョンを設定するコントロールとなります。最小でテンポ変化なし、あげていくとサブディビジョ

ンが RATE1を分割していきます。 

RATE2にいる間は 2つ目のハーモニー（HARMONY2）の DEPTHも設定できます。これを設定すると、RATE1から 2を RAMP

で切り替えると同時にピッチもアップダウンします。 

4.RAMPトグルスイッチを使って RAMP波形を切り替えたり、RAMPノブでスピードを決めたりしよう。最小に設定することで、

RAMPが起きた瞬間に変化が適用されるにもできます。 

 

BYPASSフットスイッチをダブルタップすると RAMPの方向を入れ替えることが出来ます。 

 

 



ARP MODE - HARMO 

ARPモードは LFOがコーラスのディレイタイムを

モジュレーションさせ、正確なピッチのアルペジオ

を奏でます。アルペジオは 12のノートコンビネー

ションと、12のパターンを組み合わせられます。 

RAMPフットスイッチはアルペジオのデプスを変

更し、音楽的なフェードイン/フェードアウトを演

出できます。また正確なピッチへのデチューンやグ

ライドも適用可能です。 

 

1. ARPモードにするには EFFECT TOGGLEを

HARMOモード（左）へセットし、MODEトグルを

ARP（中央）へ設定します。 

2. DEPTHノブを回して、12のコード（ノートの

組み合わせ）から 1つを選択します。（コードの詳

しい解説は 28ページを御覧ください） 

3. BYPASSフットスイッチを長押しして ALTコン

トロールを有効にしましょう。右 LEDが黄色にな

ると、ALTが有効になったことを表します。

RAMP/PATTERNノブを回して、12のパターンのうち一つを選択しましょう。 

4. 加えて RATE, MIX, FEEDBACKも設定しましょう。RATEはタップテンポでも設定できます。 

FEEDBACKパラメーター（DEPTHの ALTコントロール）はアルペジオのボイシングに大きな影響を与えます。僅かな変化から、

はっきりとしたハーモニクスまで設定可能です。 

またMIXコントロールはサウンドの馴染み具合を設定するパラメーターとなり、マイルドなエフェクトから存在感の強いトリッピ

ーな雰囲気まで自在に設定できます。 

5. RAMPトグルスイッチを使って RAMP波形を切り替えたり、RAMPノブでスピードを決めたりしよう。最小に設定することで、

RAMPが起きた瞬間に変化が適用されるにもできます。そのため RAMPフットスイッチを押したり離したりすることで、アルペジ

オのオンオフを切り替えるようにも作用します。 

 

BYPASSフットスイッチをダブルタップすると RAMPの方向を入れ替えることが出来ます 

 



MAD MODE - HARMO 

MADモードは数千もの音楽的なランダムパターンを

生成できるアルゴリズムを使用し、コーラスのディ

レイタイムを欄無二モジュレートさせます。ARPモ

ードに似ていますが、こちらはパターンがランダム

です。 

MADモードでは 12のノートコンビネーションに数

千ものランダムパターンを組み合わせられます。 

 

RAMPフットスイッチはランダムパターンのデプス

を変更し、音楽的なフェードイン/フェードアウトを

演出できます。また正確なピッチへのデチューンや

グライドも適用可能です。 

 

1. MADモードへは EFFECT TOGGLEを HARMOモ

ード（左）、MODEトグルを MAD（右）へ切り替え

ます。 

2.  DEPTHノブを回して、12のコード（ノートの

組み合わせ）から 1つを選択します。（コードの詳しい解説は 28ページを御覧ください） 

3.  BYPASSフットスイッチを長押しして ALTコントロールを有効にしましょう。右 LEDが黄色になると、ALTが有効になった

ことを表します。RAMP/PATTERNノブを回して、好みのパターンを探してみましょう。ノブを回すたび、アルゴリズムによって

新しいパターンが作られます。 

4. 加えて RATE, MIX, FEEDBACKも設定しましょう。RATEはタップテンポでも設定できます。 

FEEDBACKパラメーター（DEPTHの ALTコントロール）はアルペジオのボイシングに大きな影響を与えます。僅かな変化から、

はっきりとしたハーモニクスまで設定可能です。 

またMIXコントロールはサウンドの馴染み具合を設定するパラメーターとなり、マイルドなエフェクトから存在感の強いトリッピ

ーな雰囲気まで自在に設定できます。 

5. RAMPトグルスイッチを使って RAMP波形を切り替えたり、RAMPノブでスピードを決めたりしよう。最小に設定することで、

RAMPが起きた瞬間に変化が適用されるにもできます。そのため RAMPフットスイッチを押したり離したりすることで、パターン

演奏のオンオフを切り替えるようにも作用します。 

 



UNDERSTANDING THE HARMONIES – ハーモニーを理解する 

HARMOCHORUSモードでは Seabeeはピッチシフトコーラスを生みます。BBDのディレイタイムをデジタル制御することで、正

確なピッチ変化を可能にしました。 

これらピッチの変化は、鏡に映る像のように対称的なピッチジャンプとなることに注目してください。 

この説明は複雑でオタクっぽいとわかっていますが、それでも一部の人はこの仕組を全て理解したい！と思っているはずなので、

ダイアグラムを作りました。 

 

このピッチ生成はあなたがプレイする全てのノートに対して発生します。 

これらのインフォメーションはたしかにクールですが、考え過ぎもよくありません。あなたのハートの赴くままに、まずはプレイ

してみてください。 

 

 

 

 

 

 

 



CHORDS コードオプション 

APRとMADモードでは、DEPTHノブは 12のコードオプションから 1つを選択します。 

以下は個別のコードとインターバルのダイアグラムです。 

 

 

 

 

 

 



ARP PATTERNS アルペジオパターン 

ARPとMADモードでは RAMPノブの ALTコントロールでパターンを選択できます。各モードではパターンはそれぞれ異なる方法

で適用されます。 

 

 

 

 

 



MAD MODE PATTERNS MADモードでのパターン 

MADモードでは RAMPノブの ALTコントロールでランダムパターンを選択できます。 

ノブを回すたび、文字通り数千ものパターンが生成されているのです。4つに分けることができそれぞれ異なるサブディビジョン

を持っています。 

1拍子あたり、2，3，4，6ステップから選択できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



GLOBAL SETTINGS グローバル設定 

INPUT LEVEL: PRESET LEDが入力レベル

の状態を表示します。 

MULTI JACK: PRESET LEDのカラーが

MULTI JACKの現在の機能を表示します。 

TAP / RAMP SWITCH: TAP/RAMPスイッ

チを押したまま電源をいれると、ファクトリ

ーリセットモードとなります。 

TAP/RAMPを再びホールドするとプリセッ

トをリセット、BYPASSをホールドするとリ

セットをキャンセルします。 

BYPASS SWITCH: BYPASSフットスイッ

チを押したまま電源を入れると、グルーバル

設定メニューとなります。BYPASSを再度長

押しして設定を保存します。 

 

 

 

SEABEEはグローバル設定でインプットレベル、BBDバイアス、ステレオイメージ、マルチファンクションジャックのの 4つのパ

ラメーターを変更できます。 

1. DCケーブルを抜いてペダルの電源を落とします。 

2. BYPASSフットスイッチを長押ししたまま電源ケーブルを指します、 

3. これでグローバル設定メニューとなります。 

4. 再度 BYPASSスイッチをホールドして、設定を保存しメニューを終了します。 

 

INPUT LEVEL（RAMPノブ）: 入力シグナルへパッドを適用します。ラインレベルの入力、またはよりホットなアクティブピッ

クアップなどにどうぞ。ラインレベルには-20dB、インストゥルメントは 0dB、他の楽器はその間くらいの設定を推奨します。PAD

はウェットにのみ有効、0dBがファクトリープリセットです。プリセット LEDがアッテネートの具合を表示します 

 



BBD BIAS（DEPTHノブ）: BBDをファインチューンします。RAM/PRATEスイッチを長押しすることで、いつでもデフォルト

の設定へ戻れます。この設定は、専門的な知識がない場合はおそらく触らないほうが良いでしょう。 

STEREO IMAGE（EFFECT TOGGLE）: 2つのステレオオプションから選択します。 

左（CHORUS): 両方のアウトプットからウェット信号が出力されます。フェイズは反転されておりモジュレーションが左から右

へバウンスするような特殊な効果です。 

右（HARMO): メインの出力ジャック（モノ）からウェット信号が出力、2つの目のアウトプットにはドライ信号のみが出力され

ます（ファクトリープリセット）。 

MULTI JACK （RAMP TOGGLE): TRS（ステレオ）コネクターを使う場合は、MULTI JACKは常に EXP入力（10K）として使え

ます。TS（MONO）コネクターを接続する場合は、3つの異なるファンクションがあります。 

 

FACTORY PRESET RESET 

以下の手順でプリセットを工場出荷時へリセットできます。 

1. 電源ケーブルを抜きます。 

2. RAMP/RATEフットスイッチを押し続けながら、電源ケーブルを接続します。 

3.  RAMP/RATEフットスイッチを離して再度押し続けると、リセットが行われます。リセットをしない場合は BYPASSを押し続

けるか、電源ケーブルを抜いてください。 

 

MIDI 

SEABEEはMidiboxと TSケーブル（Tip Active)を使用することで、MIDIで制御が可能です。 

プリセットの変更、全てのパラメーターの変更、MIDIクロックへのシンクができます。 

まずはグローバル設定メニューにアクセスし、MULTI JACKをMIDIメッセージを受信できるよう設定が必要です。 

1. 電源ケーブルを抜きます。 

2. BYPASSを押しながら電源ケーブルを接続することで、グローバル設定メニューへ入ります。 

3. RAMPトグルでMULTI JACKの機能を選択します。MIDIに対応するためには中央ポジションへ設定します。プリセット LED

が緑で点灯します。 

4. BYPASSスイッチを長押しして、設定を保存しグルーバル設定メニューを終了します。 



MIDI 

SEABEEはMidiboxと TSケーブル（Tip Active)を使用することで、MIDIで制御が可能です。 

プリセットの変更、全てのパラメーターの変更、MIDIクロックへのシンクができます。 

まずはグローバル設定メニューにアクセスし、MULTI JACKでMIDIメッセージを受信できるよう設定が必要です。 

1. 電源ケーブルを抜きます。 

2. BYPASSを押しながら電源ケーブルを接続することで、グローバル設定メニューへ入ります。 

3. RAMPトグルでMULTI JACKの機能を選択します。MIDIに対応するためには中央ポジションへ設定します。プリセット LED

が緑で点灯します。 

4. BYPASSスイッチを長押しして、設定を保存しグルーバル設定メニューを終了します。 

 

MIDI CHANNEL SETUP MIDIチャンネルの設定 

グローバル設定モードでは SEABEEのMIDIチャンネルを設定できます。 

グローバル設定モード中に使用したいチャンネルでのMIDIメッセージを送ることで、そのチャンネルへ設定されます。 

工場出荷時はチャンネル 11に設定されています。 

 

EXPRESSION エクスプレッション 

各モード異なるパラメーターを EXPで制御可能です。EXPペダルは TRSケーブルで MULTI JACKへ接続するだけで OKです 

ROTO: RATE 1 (HEEL) / RATE 2 (TOE) 

DEPTH: DEPTHなし (HEEL) / 現在の DEPTH設定 (TOE) 

STING: DELAY TIME 1 (HEEL) / DELAY TIME 2 (TOE) 

DUAL: HARMONY1 (HEEL)  / HARMONY2 (TOE) 

ARP: FEEDBACKなし(HEEL) / 現在の FEEDBACK設定（TOE） 

MAD: FEEDBACKなし(HEEL) / 現在の FEEDBACK設定（TOE） 



SAMPLE SETTINGS 

これらのセッティングはファクトリープリセットに収録されている設定と同じです。 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 


	QUICK START with Factory Presets ファクトリープリセットを使ったクイックスタート
	CHORUS vs VIBEE
	RECALLING PRESETS プリセットの呼び出し
	LIVE MODE
	SAVING PRESETS プリセットの保存
	FAVORITE PRESETS
	CHORUS
	ROTO MODE – CHORUS
	DEPTH MODE – CHORUS
	STING MODE -CHORUS
	HARMOCHORUS
	DUAL MODE - HARMO
	ARP MODE - HARMO
	MAD MODE - HARMO
	UNDERSTANDING THE HARMONIES – ハーモニーを理解する
	CHORDS コードオプション
	ARP PATTERNS アルペジオパターン
	MAD MODE PATTERNS MADモードでのパターン
	GLOBAL SETTINGS グローバル設定
	FACTORY PRESET RESET
	MIDI
	MIDI
	MIDI CHANNEL SETUP MIDIチャンネルの設定
	EXPRESSION エクスプレッション
	SAMPLE SETTINGS

